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同国内で広 く読まれて い る松 島 氏 の Theoryand
TechniqueofRiceCultivation などによって,少な
くとも稲作研究部門には日本人研究者の発言がますま
す重みを加えることになると思われる｡このことは今
後マラヤの稲作の研究を本格的に始めようとしている
われわれにとって,何よりも有難いことになろう｡
評者もこのシソポジウム開催に少しばかりお手伝い
をした関係で,本書刊行までのいろいろないきさつを
LJI聞しているが,とにかく最後まで困難な共同作業を
なしとげた農林省,OTCA,東南アジア研究センター
の3主催者と,編集の実覇を頼当された京大川口研究
室に敬意を表したいと思うC, (渡部 忠世)
TakashiSato.FieldCro♪sinThailand.
ReportsonResearch in SotltheastAsia,
Natt汀alScienceSeriesN-1;Kyoto:The
Cente1-forSoutheastAsianStudies,Kyoto
University,1966.xi+148p.
本書は京都大学東南アジア研究セソクーにより企画
遂行された諸研究のうち,自然科学部門の研究報告書
シ1)-ズの第 1号として.Lil.仮されたものである｡
著者,兵庫農村大学教授佐藤孝氏の熱帯諸地域の農
業研究に関する経験は,戦時中のイソドネシアにおけ
る生活,1958年兵庫農村大学学術調査隊のメソバーと
してのカンボジア農業調査,また同国に設立された農
業セソタ～創設期の約 2年間にわたるカソポジア農業
研究 ･技術開発指導等,豊富である｡本書は,東南アジ
ア研究センターの研究プロジェクトのもとに企画され
たタイ国における農業の研究のうち,主として畑作物
を中心に実施された1963年10月から翌年1月までの現
地調査の結果を,著者の熱帯農業に関する豊富な経験
と研究にもとづいてまとめ上げられた労作であるo
序章において自然的立地条件からみた熱帯農業の優
位性を説いたあと,タイ国は,東南アジア地域におい
ては例外的に植民地化された経験をもたないため,そ
の農民の労働意欲 ･平均的栽培技術は同地域の他の国
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